
施設名 施設概要 ごみ処理区分 現状
第3次一般廃棄物処理基
本計画上の位置づけ

将来のごみ処理体制の方針 市の考え方

①笛田リサ
イクルセン
ター

・施設稼働：平成９年(1997年)３
月
・敷地面積：5,396.40㎡
・施設規模：40ｔ/日(ｶﾝ･ﾋﾞﾝ20ｔ/
日､ 紙類20ｔ/日）

・稼動から20年以上が
経過していることから、
平成29年度に費用負担
等を踏まえた三つの整
備案を作成した。

・資源化物の中間処理施
設として適正な維持管理
を継続する。
・今後は、施設の維持修
繕を継続しながら、中長
期的な施設のあり方を検
討していく。

・本市のごみの減量化や資源化を推進していく上
で欠かせない施設であるため、長寿命化計画に基
づき延命化工事を実施し、資源物の中間処理施設
として継続し、施設の適正な維持管理を行っていき
ます。

②植木剪定
材受入事業
場

・施設稼動：平成９年(1997年)10
月
 (全市）
・敷地面積：9,500㎡

・事業場が農業振興地
域内の農用地であること
から、農業委員会の承
認を得て使用している。
・移転先を含め用地の
検討が必要。

植木剪定材については、
資源化施設に運搬するま
での中継施設である積替
施設が必要であり、当面
は、現在使用している積
替施設を継続する。

・植木剪定材については、市外の民間施設での処
理を継続するための積替施設が必要であり、当面
は、従前どおり、現在使用している積替施設の継
続を考えています。
・現在の事業地は、農業振興地域内の農用地の民
有地を借用していることから、将来にわたり安定的
に本事業を実施していくためには、将来的には市
内の他の場所への移設の検討も必要であると考え
ています。
・市内の新たな候補地への移設を含めて検討して
いきたいと考えています。

・委託開始：平成12年(2000
年)11月

市が委託した市内の中
間処理事業者の施設で
圧縮・梱包し、再商品化
事業者に売却しペットボ
トルに生まれ変わるため
の原料に再商品化をし
ている。

従来どおり民間事業者に
よる中間処理施設を活用
することを基本とする。

・委託開始：平成17年(2005
年)10月

市が委託した市内の中
間処理事業者の施設で
圧縮・梱包し、公益財団
法人日本容器包装リサ
イクル協会が指定した
再生事業者に引き渡し
て資源化をしている。

従来どおり民間事業者に
よる中間処理施設を活用
することを基本とする。

⑤紙類等受
入れ施設
(委託)

・委託開始：平成11年(1999
年)11月

・市が委託した中間処理
事業者の施設で圧縮・
梱包し、売却している。

従来どおり民間事業者に
よる中間処理施設を活用
することを基本とする。

今後の方向性

・従前どおり、民間事業者による中間処理施設を活
用し本処理業務を継続していきたいと考えていま
す。
・今後、広域連携の可能性についても検討していき
たいと考えています。

施設概要と計画との考え方

現在の状況

鎌倉市・逗子市・葉山町
ごみ処理広域化実施計画素案

③④容プ
ラ・ペットボ
トル中間処
理施設(委

託)

ごみ処理施設については、原則として、既存施設を有効に利用するこ
とによって建設費等の費用を抑えるとともに、２市１町の資源物又はご
みを１施設に集約することによってスケールメリットを活かし、ごみ処
理経費の縮減を図るものとします。

容器包装プラスチック

ペットボトル

新聞、段ボール、

雑誌・古本・ボール

紙、紙パック、布類

飲食用カン・ビン

ミックスペーパー

家庭系植木剪定材

事業系植木剪定材
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